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・題目：

一山梨大学工学部に

おけるスマート農業

への取組み

・所属: 山梨大学

Ｉ氏名: 小谷 信司

一計算機61卒、63修了
山梨大学工学部 小谷信司

メカトロニクスエ学科の

学生と教員で作成した

音声対話案内ロボット
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内容
三笠こ、

・ 自己紹介

・学生時代、福祉工学の研究開発

・ 山梨工業会会員様へ

・ 工学部の歴史、工学部改組、工学部100 周年、謝辞

・ 山梨 大 学 工学 部 の スマート農業 へ の 取 組

・ ぶどう(CS 学科:茅教授)

・モモ、サクランボＤＭ学科:小谷)

・ まとめ

山梨大学工学部 小谷信司 2/24
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自己紹介

・専門:ロボティツクス(ビジョン)、福祉工学

・山梨大学工学部計算機科学科卒業(S63修了)
情樅処理学 会第3抑 川I討|162年前朋)令国 人会
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゜'1°|　 自律移動ロボットの研究

7 漓宋?l長で視覚障害者向け公開デモンストレーション__ ＿

山梨大学工学部 小谷信司

動画
1分52秒
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」1924年 国立山梨高等工業学校創立

(機械科･電気科･土木科の3学科:定員90名)

1944 年 国立山梨工業専門学 校と改称

1949 年 国立山梨大学 工学部として４学科で発足

(機械工学科/電気工学科/土木工学科/応用化学科)1950

年 附属醗 酵化学 研究施設設置

j957 年 発酵生 産学科 設置

1960 年 精密工学科 設置

1961 年 電子 工学科 設置

1962 年 附属 無機 合成 研究施設設置

1965 年 工学基 礎教室設置

:1970 年 計算 機 科学 科 恥
11974

年 環境 整 備 工学 科
11989

年 工学 部を　　　 に改 組

(機械システムエ学科/電子情報工学科/土木環境工学科/

｜　　化学生物工学科)



｜

1998 年 循 環システムエ 学 科 設置 、工 学部6 学 科体 刎 に改 組

(機械システムエ学科/電気電子システムエ学科/

コンピュータ･メディアエ学科/土木環境工学科/物質一生命工学科/

循環システムエ学科)

2002 年 旧 山 梨大 学 、旧 山 梨 医科 大学を統合し、山 梨 大 学 が開 学2003

年 物 質 一生 命 工学 科を応 用化 学 科 、生命 工学 科 に改 組・再 編2004

年 国 立 大学 法 人 山 梨大 学 が 発足

2005 年 工 学部 附 属ものづくり教育 実 践 センター設 置

2007 年 工 学部 附 属国 際 流 域 環 境 研 究 センター設 置

2012 年 工 学部を7 学 科に 改組( 定員:365 名)

(機械工学科/電子電子工学科/コンピュータ理工学科/

情報メカトロニクスエ学科/土木環境工学科/応用化学科/

先端材料理工学科)

生 命 環 境学 部　( 定員:　　　)

(生命工学科、地域食物科学科、環境科学科、地域社会システム学科)



学生定員

学部:825.

・ 教育学部:120

・ 医学部:185

・ 工学部:365

・ 生命環境学部155

大学院修十課程:250 ，

・ 工学専丿叉:181

・ 生命環境学専攻:45
・ 他：２専攻

大学院博士課程:57

・ 工学専攻:23

・ 総合応用生命科学専攻:10

・ 他：２専攻

総合計:1,188　 （現員4,748）



③ 第10回山梨工業会ホームカミングデー＆
第1回ペアレンツデー（2019．11）

1｡ 見学会:14 : 00～15 : 00
工学部各学科、地域防災・マネジメント研究センター、ク
リーンエネルギー研究センター、燃料電池ナノ材料研究セン
ター、クリスタル科学研究センター

講演会:15 : 30～16 : 30
報告：「山梨大学工学部の現状」

演題：「山梨と災害」

講師：山梨大学地域防災・マネジメント研究センター　セン
ター長　鈴木猛康　教授

3｡ ワインを楽しむ会：

場所：工業会館3階

会費：無料

17 : 00～19 : 00
アクティブラーニング室
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近況　新しい工学部（2024設置予定）
1924　

一一一1944194919651992200420122024

国立山梨高 等 工 業 学 校 創立 機械科・電気科・土木科の3科（総定員90

名）

国立山梨工業専門学校と改称

国 立 山 梨 大 学 工 学 部 とＵ･C4･p,4

（機械工学科/電気工学科/土木工学科/応用化学科）で発足

大学院工学研究科（機械工学専攻/電気工学専攻/土木工学専攻/応用化学専攻/発酵

生産学専攻/精密工学専攻/電子工学専攻）
修 士 課 程 設 置

大学院工学研究科博 士 後 期 課 程 （物質工学専攻/社会・情報シスｆム専

攻）設置

團立大学法人山梨大学ヵ哨11

i:学 部 を ７学 科I 二改組

(機械工学科/電子電子工学科/コンピュータ理工学科/情報メカトロニクスエ学科/
j 名 ）



応用化学科〔弓引

先端材 料 理工学科 〔３５〕

土 木 環 境工学科 〔５５〕

コンピ ュータ 理工学科 〔５５〕

機 械 工学科［５５］

メカトロニクスエ 学 科〔５５〕

電 気電 子工 学科［５５］
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多様な進学ニーズに対応　　　 ’¶

総合工学クラス出身者が最優 先で

履修可能なプログラムを実施Ｌ。。d-
，

６ う入 哨

工学部(1学科卜: 仙5j

本学の強み．　` !

カーボンニュートラ ル ，

．.　　 推進　　 ．。
ｊ-

-

クリ ーンエネルギ ー化 学コ ース【４０人程 度 】

応用化学コース【４０人程度】

土木環境工学コ ース【60 人程度】

コンピ ュータ理工 学コ ース【７５人程 度 】

機械工学コース【55 人程度】

メ カトロ ニクスコ ース【５５人 程度 】

電 気電 子 工学コ ース【55 人 程度 】

．「クラス」で基礎を学び. 「コース」で専門を学ぶ

・年次が進むにつれて専門を細分化

○ 工学部の再編イメージ

現･ 工 字 部

Ｔ学 部（７学科 ）〔365 〕

〔j は入 学 疋員

【 】は募 集 人員（目 安 ）

新･工学部



資金援助にご協力、

ありがとうございました
・オンライン授業環境整備補助金

資金援助にご協力をお願いいたします
・100周年記念事業（2023～）
・学大将プロジェクト
・ふるさと納税
・教育研究支援基金
・大村智記念基金

０　　 ● ● ●
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－

スマート農業

■ 農 林 水 産 省 、農 研 機 構 主 導

一ロポット技術やＩＣＴを活用

．超省力･高品質生産を実現する

新たな農業の実現

・ 単なる研 究ではなく

｢実 証プロジェクト｣
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モモ検査システムの研究
｜

Ｉ モモシンクイガ の 幼 虫

・ モモ, リンゴ, ナシ(寄主生果実)の内部を食害

・ 輸出年度内に台湾での輸入検査において発見[1]　

．1度目:該当都道府県への寄主生果実輸出禁止措置
．2度目：日本全国への寄主生果実輸出禁止措置

一台湾 へのモモ輸出金額:3 億4000 万円[2]　　

・モモ総輸出額の21％

一 事 例

・
平 成22 年8 月 台 湾 で の 輸 入 検 査 で 幼 虫 が 発 見

． 台 湾 へ の 山 梨 県 産 果 実 輸 出 禁 止 措 置

・
改 善 措 置 提 示 に よ り

，
同 年12 月 輸 出 再 開

[1]農林水産省植物検疫所:台湾向け生果実検疫実施要領.平成23 年9月12 日一部改正.

[2]農林水産省国 際部国際経済課:農林水産省輸出入概況2017 年(平成29 年).ｐ.38 39,農林水産省,(2018)　. ．.

山 梨 大 学 工 学 部 小 谷 信 司

へ. ，
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台湾向け輸出モモの検査
二 二

・ 山 梨 県 で は モ モを 全 数 検 査

・ 検査項目

．卵　　:Φ0.３ｍｍ

．食入孔:φ0.２ｍｍ

．脱出孔:(1)2.0～3.０ｍｍ

．外観(傷や傷んだ箇所)

・ 検査方法

・ルーペを用いた目視
熟練者で1果実あたり60秒

・ 問 題 点

・ 多大な時間・労力が必要

樋石線

赤遵

山梨大学工学部 小谷信司

果頂邸の180 腰反対仰び 果梗邸」

累 頂邸

睨 出孔

食.ｌ 孔

8/24



‘･1°｜　 検査システムの歴史(1)

二こ，

・平成22年

一

一

・8 月 台 湾 検 疫でモモシンクイガ 幼 虫 発 見

・10 月27 日: 山 梨 県勉 強 会

．山梨大学:理事、寺田教授、小谷、還田

・ 平 成23 年 ～24 年

・JST A-Step FS

．｢×線を利用したモモシンクイガ幼虫検査シス

テム｣
山梨大学工学部 小谷信司 9/24
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－

医学部×線装置での開発
し　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

・ 県からの支援無し、国からの支援も無し

・ 医学部にお願いをしてＸ線装置の使用許可

山梨大学工学部 小谷信司 10/24
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ＹＡ Ｍ Ａ Ｎ Ａ ＳＨＩ

－

検査システムの歴史(2)
｜

・ 農 林 水 産 省 補 正 予 算

・ 平 成26 年 度( 実 施 は 平 成27 年 度)

．ロボット技 術 開発 実証 事 業

｢モモにおけるモモシンクイガ被害果の検出システムの

研究開発｣

・ 平 成27 年 度( 実 施 は 平 成28 、29 、30 年 度)

．革 新 的 技 術開 発・緊急 展 開事 業(うち地域 戦 略プロ

ジェクト)

｢モモの検疫検査及び箱詰め作業等の自動化による作
業負担と人件費の軽減の実証研究｣

山梨大学工学部 小谷信司 11/24
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モモシンクイガ検査システム

回回＝百琶

山梨市に県産勲 の輸出拠点

害虫判別に最新ｼｽﾃﾑ 活用
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山梨市に県産果物の輸出拠点

害虫判別に最新ｼｽﾃﾑ 活用
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－

実証試験手順、項目

芒Ａ宅￥の毛じの排除

2. ルーペを使用したモモの外観
検査

3 ，4

，5

，6

，

モモにマジックでナンバリング

三次元形状測定

横幅、奥行き、高さ、重量測定
×線撮影

■　角度を変えて9ポーズ
ﾌ．スライサー４ｍｍ間隔スライス

■　40片程度
8. 種の縦・横・高さ一重量の測定

山梨大学工学部 小谷信司
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JＡでの実証試験研究(1)

ス ラ イ ス し た モ モ の 果 実 数　

－

JＡフルーツ山梨　　451

JＡふえふき

JAふくしま未来

合計

762

０

495
(381)　

669
(571)　

74

1,213　　2,190

一
一

913　　2,240

675　　2･，677

60　　　　134

1,648　　5,051

備考1:` O ’括弧内数字は除袋後、未消毒

備考2:H30 は2回のX線検査（受取当日:検査、翌日:検査、スライス）
山梨大学工学部 小谷信司 14/24
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H30JA での実証試験研究

・ 期間

・平成30年7月23日～8月30日

・ 場所

・JA ふくしま未来 東部広域共選所

・JAフルーツ山梨 後屋敷共選所

・JA ふぇふき 一宮西統谷共選所
・ 検 査 内 容

一新 システム によるモモ の×線 画 像 撮 影

・ 検 査 対 象

一台 湾 向 け 輸 出モモと

同 一 品 質・形 状 の モモ

・1,648 果

山梨大学工学部小谷信司 15/24



梨県果樹試験場から被害果
ゴ ニ　　　　　　　　　　 　

一台湾向け輸出モモと同等品から被害果が検出さ

れる確率は非常に小さい

・ 果樹試験場に毎年、被害果作成依頼、御提供

11111111　 ｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜ＩＩＩＩＩＩ・・・・・・・・

● ～　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　　　　　　　　　　

Ｓ

一 一･　--

ゆうぞら( 樹 上)　 ゆうぞら( 摘 果)

被 害 果30 個　　 被 害果12 個 、健 全 果4 個

山梨大学工学部 小谷信司

食 入 孔( φ０．２ｍｍ)

▼　　　ｙ　・ ｉ



－●

モモシンクイガ食入孔の検出

7 唐入孔検出サブシステム

－

・ 斜上、真横、斜下の3台の高解像度カメラで撮影
・ モ モ を 回 転(60 度 毎)　

18 枚 の 画 像 取 得

強 いLED 照 明

Φ0.２ｍｍの 孔を検出

ターン

テーブル

学工学部 小谷信司 18/24
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TI
スマート農業:シャンマスカット

i ゛1'ざ|学 科茅教授:コンピュータ理工学 科

.AI 駆 動 型 栽 培 体 系: 人 間とロボットの 協 働 による　

シャイン マスカット栽 培 の 高 効 率・高 品 質 化

．房づくり、摘粒、収穫作業の工程の効率化を図るための

人工知能(ＡＤ技術、それを搭載したスマートグラス・栽

培支援ロボットの開発により、ブドウ栽培に係わる作業

の削減とシャインマスカットの高品質化

・ 参 画 機 関 、期 間(R4 年 度 ～6 年 度)

一山 梨大学 、山 梨 県

・ ミラプ ロ 、Ａrtibrａｉｎs、YSK e- ｃｏｍ 、ドリー ムファー ム

． 山 梨 中 央 銀 行

山梨大学工学部 小谷信司 22/24
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スマート農業:シャンマスカット

7ｔSI学科茅教授:コンピュータ理工学科

.AI 駆 動 型栽 培体 系: 人 間とロボットの協 働による　

シャインマスカット栽 培 の 高 効 率・高 品 質化

・房づくり、摘粒、収穫作業の工程の効率化を図るための

人工知能(ＡＤ技術、それを搭載したスマートグラス・栽

培支援ロボットの開発により、ブドウ栽培に係わる作業

の削減とシャインマスカットの高品質化

・ 参 画 機 関 、期 間(R4 年 度76 年 度)

一山 梨 大 学 、山 梨 県

--一一一一一一一一ﾐﾗ ﾌﾟﾛ 、Ａrtibrａｉｎs、YSK e-ｃｏｍ、ドリームファーム

．山 梨 中 央 銀 行

山梨大学工学部 小谷信司 22/24



Ｔ

二
サクランボの選果

・ 収穫時期が短い(2 週間～3 週 間)

．収穫作業の途中で次の品種の収穫時期がはじまる

・ 選果

・大きさ(2L以上、L、Ｍ以下):治具利用

一等級(特秀、秀、マル秀):熟練農家のみ

吸 良

●Ｕt 卜 Ｑよ

山梨大学工学部 小谷信司 23/24



サクランボ自動選果システム
二 二

・ 大きさ識別と等級識別を自動化

動画　　し
1分00 秒

山梨大学工学部 小谷信司

アームで除去

1
４
ｊ

動画23
秒

七

Ｊ
一
.
.

ｅ
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Ｔ

二
サクランボ自動選果システム

・ 大きさ識別と等級識別を自動化

動画
1分00 秒

山梨大学工学部 小谷信司

アームで除去

C
ｌｊ

動画23
秒
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